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伊那北小学校　６年　藤森美帆 先生 Mary Anne Cadangyao 先生の実践をもとに推進センターで編集させていただきました

友だちに自分の行きたい国について伝えよう
　子どもたちは、自分がやりたいことや見たいものを伝える英語に親しんできました。 
　単元のゴールは「先生たちと、世界の行きたい国について話をしてみよう！！」です。校内の先生
方と「行きたい国」について英語でやり取りをするために、どのような表現を使ったら良いか考えま
した。これまで授業では、先生同士のやりとりの様子を撮影した動画を見て、友だちとも相談し、よ
り伝わりやすいやりとりの内容を考えてきました。

伊那市内の先生方が連携して授業づくりを考える

①ウォーミングアップです。 
　アン先生と一緒に確認をしながら、気持
ちの良い挨拶や、「休みの日にどこにいっ
たの？」など、やりとりをしています。

②いよいよ次時は先生方と会話をします。
本時では、アン先生と藤森先生とのデモン
ストレーションを見て、会話を続けるため
にはどうしたら良いか考えます。

③「相手が知らないものを伝えたい時って
あったよね。」そこで今日のゴールは「うま
く伝わらない時に、情報を付け加えて会話を
続けよう」です。

④iPadの写真を見せながらペアで会話の練
習をします。先生役と児童役で会話をしま
す。うまく会話が続かない時にはお互いに
助言しながら、会話が続くように取り組ん
でいます。

⑤2人の児童がやり取りを見せてくれまし
た。その様子を見て、リアクションを取る
と会話が盛り上がるのではと考えました。
今度は、様々な相手とのやり取りに挑戦し
てみます。 

⑥本時の振り返りです。情報を付け加えること
によって会話が続いたと感じたり、伝えたいこ
とがまとまっていったりしたと感じていまし
た。「友だちのやりとりがヒントになった」
と感じた児童もいました。

　伊那市のICT活用教育は、「授業での有効活用に関する研究」へと深化してい
ます。「伊那市学力向上検討委員会」の先生方にもご協力をいただき、授業研究
を積極的に行っています。本年度からは伊那市内の先生方で情報共有できるアプ
リ（Teams）を活用し、連携して授業づくりを行なっています。 
　伊那市学校教育の情報化ビジョン2024の４つの柱の１つに「子どもと共に未
来を創る教員」があります。具体的には、「教師は子どもたちの主体的な学びの
伴走者となるため、新たな学びのあり方を理解し、教師自身もまた学び続けてい
くことが重要。そのために子どもたちと共に模索していく教師を目指し、学びの
機会や教員間のコミュニティを創設する。」としています。 
　推進センターではコミュニティの一つとして「Teams」による情報共有を推進
してきています。これによって、現在では多くの小中学校で先生方が積極的に活用
しています。 
　本年度は市内の英語の先生方を中心にコミュニティが作られ、
Conference2024での伊那中学校（活用教育NO86）の授業づくりや学力向上検
討委員会の東部中学校（活用教育NO87）の授業づくりには他校の先生方も校種
を超えて関わっています。 
　さらに、この取り組みを「活性化」するために伊那北小学校では授業公開前か
ら多くの情報を発信しました。

授業者の藤森美帆先生からの今回の授業づくりについての感想 
• 英語でのICTの活用についてです。子どもたちが、今回、いつでも先生方のやり取りの
動画を見ることのできる環境にしました。 
• こういった環境になると子どもたちは繰り返し動画を見るようになります。ICTを使う
ことは外国語では非常に有効だと感じました。子どもたちは動画から自分に使えそうな
表現をどんどん真似して英語を使っていました。 
• 今回Teamsで授業に関するやり取りをしていたのですが、私にとって大切な学びになり
ました。１時間１時間を振り返って、自分のやりたいことをまとめられたので、Teams
の活用がもっと広がっていくといいと感じましたし、気楽に色々なことを聞くことがで
きてありがたかったです。 
参加された委員の先生方のご意見 
• 今までの研究会は、本時の授業の場面のみで研究を行っていました。しかし、今回の授
業ではTeamsを使って、事前の１時間１時間の授業の中でのうまくいったことや困った
ことを共有していたので研究会が大変深まりました。事前の授業についてもっとこうす
ればよかったと思ったことなども共有されていました。ですから、授業者はこれまでの
Teamsでのやり取りを踏まえて授業を展開していました。参観者もTeamsでのやり取
りがわかっていたので授業を参観する上で参考になっていました。Teamsを活用して、
「みんなで作り上げていく授業づくり」を、伊那市内の全教科に広げていきたいです。

伊那市では「学校教育情報化ビジョン２０２４」をもとに、 
iPadを導入して「ICT活用教育」を推進しています。
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Teamsを活用して

伊那北小では、第１時の授業様子からTeamsで紹介し、市内の先生方が授業アイディアを書き
こんでいます。やり取りを見ているだけでも授業づくりの参考になります。　　　　　　→ 
※Teams（インストール等）については各校のギガサポーターにお気軽にお声がけください。


